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こεが出來る。しかも之れが全く日本に於ける熱心家tcちの観測のみに依った
ものであるこE，しかも其れは全く我が同好會の會員の活動によったものであ
るミの意味で，ひろく，國内S丁丁ミの學俗間に誇りたいε思ふ。
　更に此の吾人の成績を確めるtめに，自分は此の二二に，チウリヒのヲルフ
ア教授の嚢表されナこ舶來の相勤藪の撒値をも並べて記入しナこ。之れによって爾
者に如何ほさの相似が表はれてるるかを三者は見て頂きttい。さの貼から見て
も吾が観測子たちの成績は立派なものでは無からうか。一一かうなって見るS，
184 日本に於ける太陽黒瀦観測（山本一清）
もはや贅言は無用である。吾人は敢へて言ふ。「全世界に，眞に信頼すべき太陽
の黒黙活動の観測列が今は二つある。一はスヰス國のチウリヒ大傘から，一は
吾が東洋の天文同好會からである。」成績から見るミ，何れが優で，何れが劣ε
は言へない。共に相ひ確かめ合ふ兄弟同志の観測列である。更に前言ふ。「今
までは太陽の黒黙活動の尺度はチウリヒ大學のみから與へられて居った。しか
し今後は，面一チウリヒ一壷の學界に故障が起っても，わが同好會の観測家た
ちが健在するかぎり，世界の學界は安心して同様の尺度を與へられるこεが出
曇るお
（七）
　しかし，チウリヒの観測は8センチ64倍の器械が標準ミなってみるし，我
が同好會員の観測は8センチ83倍の器械が標準εなってみる。故に，此の爾
者は直接に連絡が二二てるない。此の連絡を求めるために，自分は叉，
　　　　　　　　　　　　　　！？，，＝KXR
ミいふ誤払を設定して，Kの値を求めナこ。そして，前後六十ケ月にわtcる彼我
の比較から
　　　　　　　　　　　　　　κ二〇．8
なる結果を得ナこ。但．し此の■fを定めるのには吾々日本側の観測が今少し短か
過ぎるやうに思ふけれS“，εりあへす，此の数値を用みて，大した差支へは無
いものミ信ずる。師ち，チウリヒの観測の代用εして吾々の観測を其のまS用
ふるためには，吾々の齪測値に常に08を乗ずれば好いのである。
（八）
　最後に，一言，自分は一般二者及同好二二kちに訴へたいこεがある。それ
は，上記の如く，三澤氏を始め太陽観測の人々が殆んさ全部アマチュアの天
文家であるミいふこεである。天文學は幾千年の間きkへにきたへ，充分しに
せた大店であるから，或る研究方面には全くアマチュア蓬ちの歯の立たないほ
さ進んで了つk部分がある。しかし又一面には，かうして，アマチュアの活躍
によって急迫に貢献し得る方面が，少なからずあるのである。だから，決して
駄目だε諦めて了はないで奮痛して貰ひナこい。
　爾又・今此の太陽観測そのものに高いτも訴へftいものがある。上記の如く・
過去五年間に，我が同好會には十人の太陽観測者があっfbしかし其の中の大多
藪は観測期間が短かかった。槻測期間が矩かいεいふこミは，アマチュア達ち
には或る程度まで止むを得ないこミではあらうが，しかし，前にも繰り返し蓮
べた如く，特に此の太陽観測には忍耐ε催綾ごが最も重要な資本なのである。
現在は三澤，上島，千葉，山本の四二が観測を綾けてるられるわけであるが，
日本【こ方昏しナる太陽黒黒占養夏7旦リ　（山本一清） IS5
今後は尚ほ新kなる熱心家の出現を希望したいε共に，此の四入の高々は成る
べく永く今の熱心を動けて貫ひたいものである。
　更に今一つの希望がある。それは日本の各地に散在しt新観測者が尽しいこ
εである。否，あへて日本εは言はない。幸ひ，今吾が同好會は支那や南洋や
北米あナこりにも可なりの郷帳があるのであるから，さうしナこ遠方の會員たちの
中に新しく太陽黒鮎の観測者の起らんこεを望むこε切である。何εなれば，
今の観測者の居る諏訪や，京都や，水澤は，相互に可なり遠く距たってはみる
けれさ，それでも時々は同時に雲や雨に悩まされ，從って，凡ての観測者が太
陽を見得なかつナこがため，欠測εなってみる日が今までも少なくは無かつナこ。
上記の第三表を見れば明瞭である。かうした鉄黒占を避け，一年三百六十五日の
間，なるべく欠測の日を出さないやうに観測者が各地に慾しい。殊に，今は，
中表方面，九州方面，壼潜，満州，上海あたりには是非一名づ・の熱心家が激
しい。叉，違つtこ時間に太陽を観測するtcめに，北米支部方面にも成るべくは
一二名の観測者が望ましい。會泥中の有志家の奮起をいのる。器械は，僅々5
センチ級（便二三十圓）のものでも可なりの成績は得られるのであるから。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1926，　3，　3）．
搾文學が物理學にrF渉する時代
　凡そ自然科學の進歩は物理學の二二に突入
するに到りて燦然たり。物質の何者なるかfP
究めむミして，化學者匡分子原子に到達けこ
りき。されε原子亡に何者なり・Po一度電子
論出でて諸元素の原子悉く電子よりなる事の
鮮明するP，物質の窮極的性質の探究に專ら
物理學者の手に移れりt随ふ可し。
　原子構造論匡事之れ微の微に關す。献じて
大の大を見むか。宇宙物理學の進歩即ち然
り。古來二丈學ほ天球の地理に始まれり。進
んで天艦の幾何學εなり，偉人ニユ1トン出
つるに當りてや，其の萬有引力の法則ば天文
學上一己紀元な開き，天風力學の華正に『榎
上開花』の満積たなぜり。されご大仁置酒々
オこり。鴨脚に理論に物理學に入るの門に非す
」Po前世紀宋より遽頭dろ新天丈學即ち之
也。名付けて宇宙物理學亡言ふ。實忌物理詰
の諸理論な鷹用して天豊の物理學的状態奄探
れ，理論物理學の諸法則の助けた借りて天空
の諸理論な窮む。見よp今P天理の溝造，星
辰の進化，宇宙の開心等漸く明らかならむt
する為。
　されご今日の物理野鴨天時學に徒らに物理
卜者の前に脆きて其の理論な天界の諸現象に
磨用するに止らざる也。然り。物理學者が煉
瓦の壁内に閉込る日，天文學者匡晴空無限の
空間な實験室Sすうに於てをや6豊に天丈學
が物理學の領城に干渉するの時なからむPo
見よ，其畦代に正［：來らむ書すうな。
　一般相封原理の實書登に悉くこれた天空の實
瞼室に借れり。即ち其の一也。又最：近エツヂ
ン1・ン，ラyセル其他の學者がなぜる天盟の
物理學的状態に卜すろ硯究の如き其の二心。
誤払室に於て到底到蓮する二二ざろ温度，塵
力，密度のも定に於けろ物質の歌態に實に最：
近の宇宙物理學にまつに非にざれば能にざれ
ばなり。敷千萬度の温度，水銀の数萬倍の密
度［Vこま7こ引力［：依る位置エネルギ等1工到底
想像の及ばざる所，されご天空の潰息匡これ
矩も☆らすた如何ぜん。
　多端なリS言ふべし，宇宙物理學の前途
・Po物質t空間の諸問題・エネrV鼻口質量の
相可，諸原子の成因，熱野州原理の改墜等々，
驚くべき自然界の諸問題［t正1：宇宙物理學の
研究によりて鮮明すべし。今後幾十年，嘗て相
悟性原理のit具1：依りて吾八がなdる驚ge　t
；其の値か等しくするもの多かるべし。（荒木）
